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論 文 審 査 結 束 の 要 旨
本研究は､純粋な強化型である蓮茄からなるラットヒラメ茄と大部分が鴇化型の速読か
らなる長杜仲鼓を対象として､その3次元的な毛細血管構造を､造影剤として蛍光剤を注
入し共焦点レーザ-顕徴鉄を用いて観奏したものである｡両者の微細血管容捜､毛細血管
数および吻合数は､いずれもヒラメ筋が有意に多く､毛細血管直径もヒラメ茄が有意に大
きかった｡また同時に淵定された､アルカリフォスフアクーゼ染色を用いた毛細血管密度
および毛細血管･茄頼経の比､コハク酸デヒドロゲナーゼ染色度､血管内皮細胞増殖因子
レベルとも､ヒラメ茄が有意に高かった｡これらの研究は､酎 ヒ型の遅筋に酸素をよLJ多
く供給するための豊かな毛柵血管構造があることを示唆し､両者の毛紳血管構築に隅して
重要な知見を得たものとして､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
